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野村不動産が開発する高機能型物流施設「Landport」シリーズ 
「Landport 柏Ⅰ」竣工・満床稼働のお知らせ 

― 今後も柏エリアで順次展開予定 ― 

野村不動産株式会社（本社:東京都新宿区/代表取締役社長:松尾 大作、以下当社）は、当社が手掛ける高

機能型物流施設「Landport（ランドポート）」シリーズにおいて、総合地所株式会社（本社：東京都港区 

/ 代表取締役社長：梅津 英司）との共同事業である Landport 柏Ⅰが 3 月 29 日に竣工、満床稼働しました

ことをお知らせいたします。株式会社拓洋（本社：埼玉県八潮市 / 代表取締役：鈴木 裕司）、株式会社ビ

ューティガレージ（本社：東京都世田谷区 / 代表取締役 CEO 兼 COO：野村 秀輝）等が入居いたします。 

2024 年問題に直面する物流業界では、ドライバーなど労働力不足が進む一方で、EC 拡大により業務荷物量は増加

傾向にあるなど、2019 年のコロナウィルス感染症以降、物流業界を取り巻く事業環境は急速な変化により、

荷役、保管、輸配送など物流業務の更なる効率化・省人化に資すること、さらには災害時における事業継続

性の確保が求められています。そのようななか、本物件は免震構造を採用や非常用発電機の完備等の BCP

対策にくわえ、4000kW まで受電可能な高圧電力の引込により自動化機器の導入に対応できる環境を整え

ております。また、柏 IC より約 1.4 ㎞、都心まで約 30 ㎞圏内に位置しており広域配送に適した立地であ

ることや、各階にトラック接車可能なランプ型施設により入庫から出庫作業までのオペレーションを 

1 フロアで完結できることなどをご評価いただき※１、2023 年 7 月に満床稼働が決定いたしました。  

 今後柏エリアでは、本物件隣接地の（仮称）Landport 柏Ⅱ、（仮称）Landport 野田 等複数の開発を予

定しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リリースカテゴリー 

 

ロジスティクス 

 

Landport 柏Ⅰ 外観 

本リリースのポイント 

１．Landport 柏Ⅰ 自動化に対応できる環境・庫内作業の効率化が実現できることを評価頂き、 

竣工前に満床稼働決定。 

２．今後、柏エリアに於いて、（仮称）Landport 柏Ⅱ、（仮称）Landport 野田 等複数開発予定。 

 



 

 

■入居テナントの物件評価ポイント （※１） 

株式会社拓洋 ・柏エリアへのラストワンマイル拠点としての立地優位性がある。 

・両面バース（1階）で車両の接車可能台数が多いことにより、 

通過型物流センターとして効率的な運営ができる。 

株式会社ビューティガレージ ・現拠点至近であり、将来的な事業拡大を見据えた物流拠点展開ができる。 

・1 フロア使い可能なため自動化を含めた効率的なオペレーションが実現できる。 

 

■Landport柏Ⅰについて 

１）立地 

  ・常磐自動車道「柏 IC」より約 1.4㎞、都心まで約 30㎞圏内に位置しており広域配送に適した物流拠点 

  ・５㎞圏内のエリアには、主な路線業者の営業所および主管支店が 15拠点（当社調べ）あるため、集荷時間 

   や荷物量によって利用拠点を使い分けることが可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）仕様設備 

・地震による揺れを最小限に抑える免震構造を採用 

・停電発生時より 72時間運転可能な非常用発電機を完備 

・1階倉庫部分は、梁下有効高を 6.5m と通常より 1ｍ高く設定し、高い保管効率を実現 

・各階にトラック接車可能なランプ型施設・環境への配慮、ランニングコストの削減を目的に、全館人感センサー付 

 LED照明を採用（事務所など一部エリアを除く） 

・施設の屋根を活用した太陽光発電システムの導入 

・雇用確保に寄与する機能としてカフェテリアを設置 

 

 

 

 

 

 

 

Landport 柏Ⅰ カフェテリア Landport 柏Ⅰ 倉庫内 

出典：背景地図／地理院地図 Vector  

 

詳細地図 広域地図 



 

 

■物件概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■野村不動産の物流事業について 

「Landport（ランドポート)」は「新しい選択を創造するロジスティク共創拠点」をコンセプトとし物流施設開発を展開して

おります。首都圏、中部圏、関西圏、九州圏に 43 棟 約 64 万坪（2024年 3月末時点）の開発実績をもち、物流

最適化を実現すべく、顧客課題の把握に注力しながらリーシングを実施しています。利用するお客様の業種（=カテゴリー）

を特定することで、オペレーション効率を最大化する物流施設と自動化を見据えた施設設計を実現してまいりました。ハード

面のみならず、雇用環境の充実に向けたサービスなどソフト面からもお客様への提案を行っております。 

また当社では、自動化・省人化機器や物流 DX の活用により、オペレーションの最適化を行うための企業間共創プログラ

ム「Techrum（テクラム）」を立上げ、数多くの荷主・物流企業様のオペレーションに踏み込んだ提案をできる用意がござい

ます。「Techrrum（テクラム）に参画している 80社を超えるパートナー企業様の様々なサービスを土台として、物流施設

「＋α」を提供します。自動化・省人化機器導入の推進を中心に、保管、作業、配送、環境などの物流全般における幅広い

課題に対応することにより、2024年問題に代表される物流業界の最大の課題の一つである、「労働者不足」の解決を目

指します。 

 

 

 

 

 

 

 

物 件 名 Landport柏Ⅰ 

所 在 地 千葉県柏市大青田 577番地 柏インター西 8街区 1 

交通アクセス 常磐自動車道「柏」IC 約 1.4㎞ 

東部野田線「江戸川台」約 2.3㎞ 

敷 地 面 積 51,560.12㎡（15,596.93坪） 

延床面積 117,956.09㎡（35,681.71坪） 

構造・規模 RC+S鉄骨造・免震・5階建て ダンブルランプ型 

1階両面バース 

着 工 2022年 7月 1日 

竣 工 2024年 3月 29日 


